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い わ き 商 工 会 議 所
会員事業所景況アンケート調査結果

（令和４年第１四半期）
Ⅰ： 売上の増減について	 【図１】Ⅰ： 売上の増減について	 【図１】

Ⅲ：Ⅲ：  【図１】で示したうち、売上が【図１】で示したうち、売上が減少した減少した事業所の減少割合【図３】事業所の減少割合【図３】

Ⅱ：Ⅱ： 【図１】で示したうち、売上が 【図１】で示したうち、売上が増加した増加した事業所の増加割合【図２】事業所の増加割合【図２】
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Ⅳ：コロナ禍での資金繰りについて	  【図４】Ⅳ：コロナ禍での資金繰りについて	  【図４】

コロナ禍での資金繰りについて、コロナ禍での資金繰りについて、悪化した悪化したとと
回答した事業所の主な要因  【図５】回答した事業所の主な要因  【図５】複数回答複数回答

　売上の増減について、前年同月比では 

53％（86事業所）、前々年同月比では 

62％（101事業所）が「減少した」と回

答している。卸・小売・飲食・宿泊・生

活サービス・理美容・製造・建設など、

業種を問わず、長期化するコロナ禍で売

上確保に苦慮している。

　「変わらない」と回答した事業所につ

いて、長期化するコロナ禍による売上低

迷、厳しい経営状態が続いていることが

考えられる。

　売上が前年・前々年比で増加したとの

回答では、卸・小売、物流等の業種が見

られた。コロナ禍の外出・行動自粛等に

よる、生活の変化に伴う需要が影響して

いると考えられる。

　今後の見通しは、39％（63事業所）

が「減少する」と回答している。一方、

23％（37事業所）が「増加する」と回

答しており、県まん延防止等重点措置等

の解除、県民割プラスの再開など、飲食・

宿泊業などは、消費活動の上向きへの期

待感をもっている。

　コロナ禍での資金繰りについて、41％

（66事業所）が「悪化している」と回答

した。また、約６割が「変わらない」と

回答している。

　資金繰りの悪化の主な要因としては、

「仕入・原材料の高騰」が最も多く、次

いで「固定費（人件費・家賃・租税等）」、「借

入金の返済」だった。コロナの流通への

影響、売上確保が難しい中での固定費捻

出に苦慮する事業所が多いと窺える。

　借入金返済では、長引くコロナ禍で、

当初コロナ対応資金として据え置いた借

入金、東日本大震災やその後相次いだ大

型台風や地震などからの復旧・復興に伴

う借入金の返済残債との重なりが負担に

なっていることが考えられる。
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●調　　査：�本年（2022年）１～３月期の景況及び
経営上の問題点等について

●実　　施：2022年３月７日（月）～18日（金）

●方　　法：�FAX送信 ⇒ FAX返信票又は
Googleアンケートフォームによる回答

●対　　象：�会員事業所692社（うち回答162事業所  回
答率23.4％）

●調査内容：�前年（2021年）及び前々年（2020年）１
～３月期（３ヶ月間）の売上比較、今後の見
通しとして、本年（2022年）４～６月期の
予測比について以下のような結果となった。

Ⅶ：要望や意見などⅦ：要望や意見など

Ⅵ：企業・事業者が直面する経営上の問題点（重要度の高いもの３つ）	 【図７】Ⅵ：企業・事業者が直面する経営上の問題点（重要度の高いもの３つ）	 【図７】

Ⅴ：コロナ支援金等の活用について	 【図６】Ⅴ：コロナ支援金等の活用について	 【図６】

●�負債の減額、家賃補助等の支援。（飲食業）

●�流通業への助成金をお願いしたい。（小売（食品））

●�社員のモチベーションアップ、クレーム処理や仕事の
組み立て方などの講習会をお願いします。（不動産業）

●�過度な感染症対策、放射線量基準の見直しを行政に要
望して欲しい。（不動産業）

●�県にならい、商議所でも米国へ売り込みに行ってはい
かがか。（生活サービス業）

●個別毎の経営指導。（小売（その他））

●�東日本大震災で店・自宅全壊　グループ補助金で店は
再開　コロナで卸98％減。（小売（食品））

●�まんぼう中は売上ボロボロ　倒産しそうです。
（小売（食品））

●�昨年６月ころから個人消費者の購買力が落ちているよ
うに感じる。（製造業（食品関係））

●�半導体不足の影響が大きくなっています。
（製造業（工業製品））

●�事業承継・後継者を探しているが３組ほど来たがミス
マッチ。廃業も視野に入れなければならない。

（製造業（食品関係））

●�要望があっても叶わない。（卸売（その他））

●�社会経済が止まりどうしようもない。（生活サービス業）

なかったとの理由が大半を占めた。
　最近では、オンライン化する支援制度の申請に関する経営相談も増えている。中小・小規模事業者における情報化への
対応もこれからの課題といえる。
　行政の支援策公表に伴い、商工会議所において会員向け機関誌や経営相談における事業者への積極的な情報発信を行っ
てきた。今後も会員支援として、支援策の情報提供を行っていく。
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　これまでに、国や福島県、いわき市における
事業者に対するコロナ支援金・協力金の活用に
ついて、半数の事業者が「活用した」と回答した。
　一方、活用していない事業所の理由では、業
種や売上の減少率等の条件が要件を満たしてい

　経営上の問題点として、最も多かったのが「需要停滞」、次いで「仕入・原材料の高騰」、「人材獲得」、「固定費（人件費・
家賃等）」となった。長期化するコロナ影響に起因する問題に直面している。人材獲得は、再雇用、現状を打開するため
の新たな人材獲得。
　設備投資、新規事業展開・業態転換、人材育成、販路開拓など、厳しいコロナ禍においても、将来を見据えた投資や展
開を考えている事業所もある。今を乗り切る事業維持と将来的な経営持続化の両面の支援、対応が求められている。
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経営支援のページ　　経営支援のページ　　ＰＩＣＫ ＵＰ!　コロナ影響で売上が減少している皆様へ

中小企業相談所　本所 ☎25-9151　小名浜支所 ☎53-5175　常磐支所 ☎43-2757　勿来支所 ☎63-6521

コロナマル経融資
令和４年６月の審査日まで

小規模事業者の事業改善への運転・設備資金の調達に

　新型コロナ影響で、最近１か月間の売上高 又は それを含む過去６か月の平均売上高が、前４年のいず
れかの同期と比べ ５％以上減少している小規模事業者において、コロナマル経融
資〔低金利・無保証〕がご利用できます。融資機関：日本政策金融公庫・審査ございます。

■�利率(当初３年間)

　0.33％（４年目以降 1.23％）

※�令和４年４月１日現在 一般枠利率1.23％

■融資限度額

　1,000万円以内

■融資期間

　運転10年以内 (据置３年以内)
　設備10年以内 (据置４年以内)

事業復活支援金（経済産業省）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、自ら
の事業判断によらず売上が大きく減少している中
小法人及び個人事業者等に対して、地域・業種を問わず、事業の継続、立て直しを支援。

申　請　期　限

2022年５月31日（火） ※全て オンラインでの申請になります　

給　付　対　象

①と②を満たす中小法人・個人事業者が給付対象になり得ます。
①�新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
②�2021年11月～2022年３月のいずれかの月（対象月）の売上高が、2018年11月～2021年３月の間の

任意の同月（基準月）の売上高と比較して50％以上または30％以上50％未満減少した事業者

給　　付　　額

給付上限額　　中小法人等 上限最大 250万円　　個人事業者等 上限最大 50万円

売上高減少率 個　　人

法　　　人

年間売上高
１億円以下

年間売上高
１億円超～５億円以下

年間売上高
５億円超

△50％以上 50万円 100万円 150万円 250万円

△30％以上50％未満 30万円 60万円 90万円 150万円

※基準月（2018年11月～2021年３月の間で売上高の比較に用いた月）を含む事業年度の年間売上高

給付額 =【基準期間※１の売上高】－【対象月の売上高※２×５ヶ月分】

※１ 2018年11月～2019年３月、2019年11月～2020年３月、2020年11月～2021年３月のいずれかの期間（基準月を含む期間であること）
※２ 2021年11月～2022年３月のいずれかの月

登録機関における事前確認 

　申請には、登録機関での事前確認が

必要です。当所では、会員事業所限定で事

前確認を行いますので、中小企業相談所

（☎25-9151 平日のみ ９時～17時）へ、お

問い合わせ下さい。

　なお、代行申請等は実施しておりません

ので、ご了承願います。

福島県内申請サポート会場 
ご案内
　ご自身で電子申請を行うことが困難な

方のために、申請サポート会場がござい

ます。事前に電話予約の上、ご利用下さい。

●場所　�福島市栄町７-33 福島トヨタビル５F

●電話　�0120-789-140
（土日・祝日含む全日対応）

事業復活支援金
ホームページ↓
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「いわきPIT (Power Into Tohoku) 」
ありがとう！

　東日本大震災から11年目となる本年３月末、多目的ホール施設「いわきPIT」は、震災復興

の担い手とし、エンタテインメントを通して「心の復興支援」活動を続けてきたが、大きな使

命を果たしたことにより、運営母体の一般社団法人チームスマイル(矢内廣代表理事)は、いわ

きPITでの活動を終了した。

　「いわきPIT」は、準備期間を含め７年間携わっていた、箱﨑友清支配人と５名のスタッフ

で施設運営が行われてきた。「“わたしの夢”応援プロジェクト」では、多くの著名人や専門家

の方がいわきを訪れ、子供達に向けた講演やワークショップが開かれた。

　箱﨑支配人は、チームスマイルの代表理事で、ぴあ㈱の代表取締役社長でもある矢内氏と高

校時代の同級生だ。震災後地元いわきの

復興に役立ちたいと矢内代表の誘いが

あり、東京の企業を勇退した65歳の時、

いわきに単身で地元へ戻り、支援活動

を始めた。活動が終了したこれからは、

家族が待つ東京へ戻ることになる。

　今後「いわきPIT」は新たな形で、再

スタートする予定だ。エンタテイメン

トを通じ、地域の復興を支えたチーム

スマイルの想いは、この先も受け継が

れていく。 箱﨑友清支配人

日本商工会議所創立100周年記念事業  オンライン記念講演会（第１弾）

㈱ファーストリテイリング 柳井氏 「中小企業こそ 世界で稼ぐ」のご案内

　コロナ禍で奮闘している会員企業、地域の最前線で会員企業を支援してい

る各地商工会議所が、ともに未来への希望を持って、これからの時代を生き

抜いてくために。

　各方面で活躍されている方々をお招きし、オンラインによる特別記念講演

会を開催します。

●内　　容　第１部　柳井氏による記念講演（30分）

　　　　　　第２部　�柳井氏×日本商工会議所 三村会頭の

　　　　　　　　　　トークセッション（20分）

●配信日時（事前収録したものを以下日時で配信）

　2022年５月27日（金）
　　①11:00～12:00　　②14:00～15:00　　③18:00～19:00

　　※ご希望の時間帯をお選びいただけます。いずれも内容は同じです。

●申し込みフォーム　申込締切５／27（金）18:00

　https://ld21.asp.cuenote.jp/my/jcci-100th/treg-form

　　※参加無料



2022.5
6

いわき商工会議所　経営指導員のページ

第10回

経営指導員 高 橋　美 優

　経営支援グループの高橋と申します。令和元年度に商工会議所へ入所し、本年度
で４年目となります。
　経営指導員は２年目とまだまだ未熟者ではございますが、会員事業所の皆様・先
輩の経営指導員の方々にご指導いただきながら、多くの会員事業所の皆様に寄り添
える経営指導員を目指し、日々業務に励んでおります。私からは、新たな申請類型
が創設された「小規模事業者持続化補助金＜一般型＞」についてご説明させていた
だきます。

小規模事業者持続化補助金とは？

　新たな市場開拓、顧客層の獲得のための売り方の工夫や広報宣伝、商品開発・改良、店舗の改装など、小規模事
業者が策定する経営計画に基づく、地道な販路開拓や生産性向上の取組に要する経費の一部を支援する補助金です。

申請要件

■対　　　象　いわき商工会議所管内の 小規模事業者
■補助上限額

類　　型
通 常 枠
（現行）

特　　別　　枠（新設）

賃金引上げ枠 卒 業 枠 後継者支援枠 創 業 枠 インボイス枠

補助上限 50万円 200万円 100万円

■補　助　率　２／３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については３／４）
■公 募 期 間　【第８回受付分】 2022年３月29日（火）から2022年６月３日（金）まで
■そ　の　他　 ・申請には商工会議所が交付する書類の添付が必要です。
　　　　　　　 ・経営計画の準備、書類発行にはお時間がかかりますのでお早めにご相談ください。
　【補助対象例】�販促用チラシ、パンフレット作成、広告掲載、店舗改装、新商品開発、販売拡大のための機械装置

の導入、商談会への参加　など
＜特別枠（新設）一覧＞

類　　型 概　　　　　　　要

賃金引上げ枠
販路開拓の取り組みに加え、事業場内最低賃金が地域別最低賃金より＋30円以上である小規模事業者
※赤字事業者は、補助率 ３／４に引上げるとともに加点を実施

卒 業 枠
販路開拓の取り組みに加え、雇用を増やし小規模事業者の従業員数を超えて事業規模を拡大する小規模
事業者

後継者支援枠 販路開拓の取り組みに加え、アトツギ甲子園においてファイナリストに選ばれた小規模事業者

創 業 枠 産業競争力強化法に基づく「特定創業支援等事業の支援」を受け、販路開拓に取り組む創業した小規模事業者

インボイス枠 免税事業者であった事業者が、新たにインボイス発行事業者として登録し、販路開拓に取り組む小規模事業者

創業間もない方必見！【創業枠】活用法！

　当所で毎年開講している創業スクールは、いわき市特定創業支援等事業の認定
を受けており、受講(修了)をもって、「特定創業支援を受けた創業者」としていわ
き市から証明書が発行されます。
　同証明書の写しを添付することで「創業枠」での申請が可能となりますので、是非ともご活用ください。申請要
件の詳細は公募要領をご確認ください。

皆様のお役に立てるよう日々努力して参ります。お困りごと等あればお気軽にお声がけください！

▹経営指導員と伴走型支援とは
　経営指導員は「商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律」に基づいており、小

規模事業者の経営への指導や助言、経営の改善発達を目的として、記帳指導から経営資源の内容・財務

内容その他経営状況の分析等の経営判断、事業経営の作成補助等の指導を行う。  

　「伴走型支援」とは、経営課題解決や更なるレベルアップを目指す小規模事業者とともに、課題を見

極め、計画を策定し、推進するまでを、１対１で寄り添い経営指導、実施支援を行うことを指す。

会員のチカラ 会員のチカラ 第64番目第64番目

持続化補助金ＨＰ
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会員のチカラ 会員のチカラ 第64番目第64番目

着物リメイク着物リメイク
RinRin

など数々の商品が取り揃えられている。

　「着物をタンスの中で眠らせておきたくない」、「着物の良さを生かし

た商品を作りたい」という思いから創業に至ったという代表兼デザイ

ナーの鈴木ひろみさん。若者を中心に着物に触れる機会は減少してし

まっているため、着物に触れるきっかけになればと日々活動している。

　「Rin」がデザインする商品の特徴は、着物の素材を生かした色鮮やか

なもの。お客様からは「Rinさんの洋服を身に着けると気持ちが明るく

なる」という声が多く寄せられるという。「創業当初は派手すぎるといっ

た声もありましたが、いつの間にかRinの強みになっていきました」と

鈴木代表は振り返る。

　商品は店舗のほか、ラトブやエブリアにて不定期で開催される展示会

にて購入することができる。また、オーダーメイドも行っており、世界

に一つだけの洋服やアクセサリーを制作していただくことができる。オーダーメイドの流れとしては、まず鈴

木代表自ら、「なぜ着物をリメイクしようと思ったのか」「どのように着物を生まれ変わらせたいか」など丁寧

にヒアリングをし、その後サンプルの紹介、採寸、見積もりの提案をし、制作に取り掛かる。鈴木代表は、「こ

れまで30代から80代まで幅広い年齢層の方にご利用いただい

ています。ヒアリングを行っていると、ほとんどのお客様が

リメイクする着物との思い出をお話ししてくれます。タンス

に着物を閉まったままにしておくと、その着物との思い出も

閉まったままになってしまうので、まずは店舗に来ていただ

きイメージを膨らませていただきたいです。また、お店に来

るのが困難な方はご自宅への訪問も可能です」と話す。

　「両親の形見なので捨てられない、着物を洋服に仕立てた

いがどこにお願いしたらよいか分からず困っている、という

方がいらっしゃいましたらお気軽にお問い合わせください」

と来店を呼び掛けている。

　中岡町にある「着物リメイクRin」は、

2011年12月に創業、昨年創業10周年を迎え

た、市内で数少ない着物のリメイク専門店

である。店内には洋服・バック・アクセサリー

■着物リメイクRin
〒974-8251 いわき市中岡町３-10-18 ／ ☎090-2982-4685

※�来店の際は、事前にお電話にてご連絡ください。

https://www.facebook.com/kimonorin163
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和菓子の久つみ

株式会社探山堂

店 舗 紹 介

　JR湯本駅前でお店を

続けている「和菓子の

久つみ」は、湯本町上

町地内で大正元年に創

業され、今年で110年の

老舗。現地へは昭和51

年に移転し46年となり、

事業主の九頭見恵友さ

んが美味なお菓子を作

り、奥様の淑子さんが

店を切り盛りしている。

お店には、温泉まんじゅ

うやどら焼きなど定番のものをはじめ、詩人「野口雨情」

に因んだ商品、看板商品となっている「ジャンボどら(文

字入れ)」や、季節ものとして、いちご大福やさくら餅

などの出来立て和スイーツが陳列されている。

　新型コロナの感染が拡大

しはじめた２年前、まだ世

に知られていない伝説の妖

怪『アマビエ』をモチーフ

にしたどら焼きを、市内で

初めて販売したところ大き

店 舗 紹 介

　平三町目にあ

る㈱探山堂は、

創業昭和41年の

ジュエリーとハ

ンドバッグの専

門店。ダイヤモ

ンドやパール製

品はもちろん、

カラーストーン

ジュエリーを多く揃えているのも特徴の一つだ。製品

の販売のみならず、一点モノの製作から修理・リフォー

ムなどの加工も行っている。

　GIA. G. G（アメリカ宝石学会鑑定士）の店主が確か

な知識と審美眼で高品質なジュエリーを紹介しており、

また、加工の知識も豊富で、修理やリフォームの相談

にも快く乗ってくれる。

な反響を呼んだ。

　現在は、娘さんの晶子さ

んも店運営に携わり、接

客をはじめ、「ジャンボど

ら」に文字を焼き入れるパ

フォーマン

スも行って

いる。

※�季節商品は、販売していない時期
があるので、事前にご確認下さい。

コロナの影響と対策

　観光がベースとなっている温泉街湯本地区の和菓

子店なので、コロナ禍の影響は計り知れないものが

あるが、この機を逆手に取ったアイデアを出すなど、

経営努力を続けている。

　また消毒設置や店内での対応は、しっかりとした

安全対策が講じられている。

コロナの影響と対策

　コロナ対策とし

て、非対面販売の

ECサイトを開設

し、ブライダルジュ

エリーの自社ブラ

ンド「Tanzan」を

立上げ、オリジナルリングの販売を開始した。

商工会議所との関わり

　小規模事業者持続化補助金＜コロナ特別対応型＞

の申請の際に事業計画の策定等の支援を実施。また、

当所で事務業務を担っている「いわき市平商店会連

合会」が主催している『一店

逸品運動』（たいらの逸品・お

店回りツアー等）の参加店で、

同事業の運営及び販路開拓の

支援等を行っている。

和菓子の久つみ

福島県いわき市常磐湯本町天王崎84-６ ／ ☎0246-43-7643
営業時間 10：00～17：00 ／ 定休日 不定休

株式会社探山堂

福島県いわき市平字三町目３-３
☎0246-23-2753
https://tanzan.theshop.jp/

コロナ禍からの回復にチャレンジする企業㉑
掲載希望事業者は中小企業相談所企画グループ（☎25-9151）までお問い合わせください
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お申込みの流れ

INPIT知財総合支援窓口
知財のことならご相談ください

（相談・支援は無料です）

TEL 024-963-0242
一般社団法人福島県発明協会

特 許

意 匠

商 標

著作権

◎国、福島県等の補助金の申請

◎相続財産等の手続き、いわき市への入札手続

無 料 相 談 承っておりま す

伊藤仁平事務所行政書士

いわき市植田町本町三丁目９-１
 0246-63-3518
携帯 090-2605-4949

●東京靴流通センター

朝日生命●

いわき南
警察署●

←勿来

当事務所

小名浜→

●
ヨーク
ベニマル
植田店

Point
・会員事業所であれば申し込み可能（原則年に１回）

・メールフォーム以外の申し込みは電話にてご相談ください

・文章はこちらで多少手直しする場合がありますのでご了承ください

ご相談は

企画グループ
（本多・橋本）

☎25-9151

次号より

スタート

こんなことやってます! 掲載事業所募集中

新商品・新サービスのPRにご活用ください

・掲載は先着順となります。

・複数回申込可能ですが、初めての方を優先いたします。

会員限定のＰＲコーナーになります

1その事 業 所 紹 介
会員事業所　商品・サービス紹介コーナー

たとえば

 〇新商品・サービスの紹介

 〇おすすめの逸品のＰＲ

にご活用ください

掲 載 企 業 大 募 集

※イメージです

③ふろんてぃあ紙面に掲載②�商工会議所ＨＰの申込
フォームよりＰＲ文・企業
名等を入力して送信！

①�ご自慢の商品・サービスの
写真を一点ご用意ください

用意するもの
・スマートフォン ・写真1点
・PR文（100文字程度）スマホ1つでかんたんPR

掲載
無料

新 企 画
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東邦銀行のESG／SDGs支援について

東 邦 銀 行

　いわき商工会議所の金融・都市開発業部会では、グローバル化やデジタ

ル化によって複雑化した経済を紐解くとともに、有用な金融商品を理解し、

経営に役立てて頂くため、金融機関と連携した「経済トレンド便」をお届

けしています。

　同企画は市内の証券を含めた金融機関14社の協力のもと、実施致します。
経済トレンド便経済トレンド便

金融・都市開発業部会
金融機関リレー掲載

【令和第29回】東邦銀行

　東邦銀行では、お客さまのESG ／ SDGs関連のお取組みを後押しすることを目的に、様々なサービスを提

供しています。

　ESG ／ SDGsへの取組みは、対応が十分ではない場合にはサプライチェーンからの退出が求められる可能

性もあるなど全産業に共通する喫緊の課題の１つとなっていますが、業種や企業の規模等によって、その取組

みに大きな差があるものと感じています。

　一般財団法人日本立地センターが経済産業省関東経産局の協力を得て行ったアンケート調査（2020年）にお

いても、SDGsについて「認知している」と回答した企業は約50％であるのに対し、「すでに対応・アクショ

ンを行っている」「対応・アクションを検討している」と回答した企業は８％程度にとどまっています。

　また、SDGsの重要性・必要性を認識しながらも具体的なアクションが行えていない背景には、「取り組む

余裕がない」「自社の事業活動に比べると優先度は低い」「何から取り組めばよいかわからない」等の理由が挙

げられています。

　「とうほうSDGsサポートサービス」は、SDGsに関する取組みに関し、上記のような課題を抱えるお客さ

まのSDGs推進の第一歩をサポートすることを目的に2021年12月より提供を開始しました。こちらは、自社

のSDGsの取組みに関する現状分析を行うこと、現状を踏まえた法人としてのSDGsに関する方向性を宣言

書という形に落とし込むことを支援スコープとしています。

　サービスの提供から僅か４か月で

すが、いわき市をはじめとする県内

企業様より多数お申し込みを頂戴し

ており、当該分野への関心の高さを

感じるとともに、地域金融機関とし

てお客さまへの更なる支援の必要性

を痛感しています。

　当行では、お客さまのお取組みを

後押しするためESG ／ SDGs関連

ローン（サステナビリティ・リンク・

ローン等）の取扱いを2022年３月に

開始したほか、CO2排出量算出を

はじめとするカーボンニュートラルサポートの提供等、支援メニューの拡充を図っております。

　当行は2022年、「地域・お客さま・行員のSDGsリテラシー向上」を中核に「地域の持続的成長支援」「環

境保全の取組み強化・TCFD※対応の高度化」「社会貢献活動」を重点テーマとし、ESG ／ SDGsの取組み

を進めていきます。

　真に「地域社会に貢献する会社」を目指し、当行役職員一人一人がESG ／ SDGsリテラシーの向上に努め、

地域社会における関心の輪を広げることで取組みを推進し、地域課題解決とお客さまの経済的成長をお手伝い

できるよう、引き続き尽力してまいります。	 以上

※�TCFD：金融安定理事会によって設置された気候関連の情報開示及び金融機関の対応をどのように行うか検討するため
のタスクフォース(気候関連財務情報開示タスクフォース)

※�統計データ等の出典：一般財団法人 日本立地センター「2020年度 中小企業のSDGs認知度・実態等調査概要版2021」



http://www.iwakicci.or.jp/  E-mail  web@iwakicci.or.jp
●発行所／福島県いわき市平字田町120　ラトブ６階　●0246 （25） 9151
●発行人／小林裕明　●定価／1部･100円（税抜）（110円税込）

Vol.661 2022.MAYFRONTIER

WALK  TO  THE  DREAM

スポーツによる人・まちづくり推進協議会　information
い わ き Ｆ Ｃ 　 今 後 の 試 合 日 程

HOME HOME AWAY

第9節

5.15(日)

13：00KO

第10節

5.29(日)

13：00KO

第11節

6.4(土)

13：00KO

藤枝MYFC
(Ｊヴィレッジスタジアム)

ガイナーレ鳥取
(Ｊヴィレッジスタジアム)

Y.S.C.C.横浜
（ニッパツ三ツ沢球技場)

※申込は、東京商工会議所検定センターウェブサイトよりお願いします。


